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地方創生に関する調査特別委員会 ２月１３日（月）        開 会 １３時０４分 

 

審査の経過概要 

 

岩﨑健二委員長 

ただいまから、地方創生に関する調査特別委員会を開会します。１２月２０日に本特別委

員会を開催し、地方創生に関する事業検証報告書に関し、報告内容３「総合戦略 個別施策」

について、企画調整課長の説明まで行いました。本日は委員から要望のありました、個別施

策について各所管課を呼び質疑を行いたいと思いますがこれに異議はありませんか。 

[「異議なし」と発言する者あり] 

御異議なしと認めます。それでは、日程表について書記に配布させます。 

（書記日程表配布） 

それでは、日程表にしたがい、各所管課を呼び、質疑を行います。なお、説明については、

先に配布してあります資料「地方創生に関する事業検証報告書」の最後のページにある「総

合戦略個別施策一覧表の①～㉟」について、各所管課ごとに行います。詳細については昨年

１０月の平成２７年度決算審査において既に説明を受けておりますので、本日は総合戦略個

別シートに基づき簡潔説明を求めますので、ご了承願います。 

それでは、商工観光課の入室をお願いします。 

（商工観光課入室） 

岩﨑健二委員長 

それでは、商工観光課に関する個別施策について説明を求めます。 

堂之下商工観光課長 

それでは、総合戦略個別シートに基づきまして、商工観光課分の説明をいたします。それ

では、４ページをごらんください。事業名は、地元商工業者育成・支援事業でございます。

事業の目的は、本市において新規創業を目指す者の意欲の高揚を図り、市内商工業の育成及

び振興の活性化への寄与を目的とするものでございます。これにつきましては、平成２７年

度の実施はございません。２７年度、総合戦略にこの項目を設けまして、２８年度に創業支

援事業計画の策定をいたしたところでございます。この計画の認定を平成２８年の１２月２

６日付けで国の認定を受けましたので、この認定により平成２９年度中に、商工会議所が国

の創業支援事業者補助金の交付申請を行い、交付決定後に創業支援セミナー等の事業を実施

する予定でございます。今後、市が定める基準を満たした受講者に対し、創業支援の補助金

や雇用奨励金、空き店舗、空家活用促進事業補助金等を交付する予定で現在要綱の整備を進

めているところでございます。この重要業績評価指数は新規創業支援件数でございますけれ

ども、２６年度、これは今商工会議所自体で進めている創業支援の件数でございます。創業

者が２６年度は５件、実績として平成２７年度は９件あったということで報告を受けており

ます。ただ、この総合戦略に基づく事業につきましては、来年度以降ということでご理解く

だだい。続きまして、５ページをごらんください。地元商工業者育成・支援事業でございま

す。これは、市内中小企業者の事業に必要な資金の融資、それに係る利子及び信用保証料の

補助を行うことにより、中小企業の育成強化と振興を図るというもので、これは、前々から

行っている事業の継続事業でございます。事業の業績評価といたしましては、小規模事業所

減少数の低減ということを目指しております。基準値になっております、平成２６年度の３

１件というのは、２２年から２６年度にかけて減少した事業者数が３１件あったということ

でございまして、目標値はこれを１０件以下にしたいと思っておりますが、平成２７年度、

８件の減少があったところでございます。続きまして６ページをごらんください。販路開

拓・拡大支援、商談会出展の事業でございます。市内の農林水産業者若しくは中小企業者等

が、商談会、物産展等へ出展する際に要する経費に対しまして補助金を交付することにより

参加意欲の向上を図るとともに、販路の新規開拓につなげるものでございます。これにつき
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ましは、２６年度までは、農政課、水産林務課、それぞれで行っておりましたものを平成２

７年度から商工観光課にまとめて事業を実施しているものでございます。２７年度の商談会

への出展会場数、４会場に対し、延べ１２業者が参加し、商談の成立が延べ２３件というこ

とでございます。物産展につきましては、１１会場に出展いたしまして、延べ５５業者が出

展、総売上額が２，３８１万４千円となっております。重要業績評価指数につきましては、

都市部における阿久根の産物を取り扱う飲食店の新規開拓ということで、最終年度まで累計

の目標値が１０件でございますが、２７年度で６件の達成をいたしております。商談会の成

約数につきましても、目標値では累計で３０件としておりますけど、２７年度、単年度で２

３件の成約があったところでございます。次に７ページをごらんください。高校生・大学生

による「うまい」まちづくり事業ということで、若者目線による新商品の開発を目的といた

しております。これにつきましては、地域活性化の共同事業を行っております、鹿児島国際

大学、そしてまた鶴翔高校の支援をしながら、こういった事業に取り組んでいるところでご

ざいます。鹿児島国際大学の学生による「うんまかもんフェア」のほか、東京及び鹿児島市

内で開催された商談会へ大学生が参加をいたしております。鶴翔高校の生徒につきましては、

新商品の試験販売を兼ねて、にぎわい交流館阿久根駅において鶴翔マルシェを開催し、うま

ちか甲子園や、ジビエサミット等に参加をいたしております。重要業績評価指数、高校生、

大学生によるイベントの参加回数でありますけれども、目標値、最終年度に１０回としてお

りますが、２７年度、７回の参加でございます。次に、８ページをごらんください。事業名

は、食のイベント開催ということで、阿久根うに丼祭りや伊勢えび祭り等の食のイベントを

開催するということでございます。２７年度につきましては、ふるさと名物商品券事業とい

うことで、地方創生の地方消費喚起型の事業に取り組んでおります。うに丼祭り、伊勢えび

祭りにつきまして、アンケート協力を条件に１食５００円の割引きを行ったということでご

ざいます。うに丼祭りにつきましては、１６店舗の参加がありまして、期間内に１万４，３

３０食、前年度比６６８食の増でございます。伊勢えび祭りにきましては、１３店舗の参加

で、期間内に１万２，３９４食、対前年度比１，１３８食の増となっております。このとき

にアンケートを回収しましたので、これにつきましては、現在取り組んでおります観光まち

づくり戦略の基礎資料として活用をいたしているところでございます。次に１０ページをご

らんください。事業名は民泊推進事業でございます。豊かな自然に恵まれた本市において、

地域の自然や歴史、文化、伝統、地域での営みなどの体験を通じて、本市の魅力の情報発信

を行うことを目的としております。現在教育旅行のみの受け入れでございます。平成２７年

度は、神戸市立伊川谷中学校の３９名、受け入れた民家が１２軒です。それと大阪市立都島

工業高等学校２５名、こちらは２泊３日で８件の民家で受け入れております。指数でござい

ますけれども、民泊をする修学旅行生ということで、最終年度までの累計で４００人を目指

しております。２６年度の実績が４３人、２７年度が６４人ということでございます。続き

まして、１１ページをごらんください。事業名は、阿久根みどこい祭りでございます。これ

は交流人口の増加を図ることを目的としてみどこい祭りを開催いたしております。２７年度

はみどこい夏まつりとして、踊り巡行、こども夏まつり、音楽パレード、ハンヤ踊り等を開

催いたしまして、このときの集客数が約８，５００名、みどこい秋まつりとして、花火大会、

食の祭典を開催いたしまして、集客数が約２万５，０００名となっております。観光客数の

増加を目指しておりますが、やはり祭りといいますと天候に左右されます。平成２７年度は

天候に恵まれまして、食の祭典、花火大会ともに、たくさんの入場者があったところでござ

います。次に１２ページをごらんください。阿久根はな・ＨＡＮＡ・華まつりでございます。

これは、交流人口の増加を図るために、ゴールデンウィーク期間中に３通り会、そしてまた

番所丘公園でのグリーンフェスの開催をしているところでございます。前夜祭を駅前通りの

まるや駐車場で行いました。このときが約１，２００名。当日祭、５月３日、通り会で行い

ましたけれども、このときは天候が大変悪く、集客数は２，５００名ということでございま

す。前年度よりも少なくなっております。グリーンフェスにつきましては、番所丘公園で５
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月の４・５日、２日間開催いたしておりますけれども、２７年度天候もよく、集客数も約１

万８，０００名と多くの方に来ていただいております。次に、１３ページをごらんください。

事業名は、歴史資源を生かした観光地づくりでございます。特に寺島宗則等、郷土が誇る偉

人について、明治維新１５０周年に向けて、観光資源として活用していきたいと考えており

ます。このほか、万葉集の南限でもある梶折鼻公園等の整備も現在進めているところでござ

いますが、この寺島宗則につきましては、現在地域の方々とも話し合いを進めながら、平成

２９年度から取り組んでいく予定で今現在考えているところでございます。２７年度の事業

の実績はございません。１４ページをごらんください。事業名は阿久根ファン創出事業、Ｗ

ｉ－Ｆｉ環境整備事業でございます。これは地方創生先行型で取り組んだものでございます。

市内の４公共施設、にぎわい交流館阿久根駅、道の駅阿久根、総合運動公園体育館、番所丘

公園にＷｉ-Ｆｉのアクセスポイントを設置したところでございます。平成２７年度の三月

末で整備が完了しましたので、実際の運用は２８年度からということでございます。２８年

度９月末までのアクセス数が４か所の合計で、５，１５６件ということになっております。

最終年度の目標が５万、観光サイトへのアクセス数が５万回ということですので、これに向

けて取り組んでいきたいと思っております。１５ページをごらんください。阿久根ファン創

出事業として、観光サイト構築事業でございます。これも地方創生先行型で取り組みをいた

しました。インターネット利用者の利便性の向上を図るため、市の公式ウェブサイト、観光

連盟ウェブサイトの観光情報等を包括した市の観光サイトを新規に構築したものでございま

す。これにつきましても、３月末のリリースでございましたので、２８年度からの運用とい

うことでなっております。本年１月末までのアクセス数が４万４，４４３件となっておりま

す。次に、１６ページをごらんください。こちらも阿久根ファン創出事業、観光サイト運営

事業ということで、地方創生先行型で取り組んだ事業でございます。観光サイトの構築事業

に関連いたしまして、魅力ある観光地づくりを図るとともに、構築後の観光サイトの効果的

な運用を行うために、観光素材等の収集や整理、人材の育成を図る目的で、これは阿久根市

観光連盟に委託をして行った事業でございます。主に観光連盟の人材育成を図ったところで

ございます。次に、１７ページをごらんください。こちらも、阿久根ファン創出事業、テス

トマーケティング・情報発信事業ということで、地方創生の先行型で取り組んだ事業でござ

います。食のイベント等で実施をいたしましたアンケート調査の分析を行いまして、その分

析をもとに商品デザイン、販路拡大等のセミナーを開催して、食のイベントや商品づくり、

新商品開発に取り組み、販路拡大に係る情報発信を行うことを目的としたものでございます。

こちらも観光連盟に委託をして行った事業でございます。次に１８ページをごらんください。

阿久根ファン創出事業、産官学金連携事業ということで、こちらも地方創生の先行型で取り

組んだ事業でございます。平成２６年度に阿久根市、鹿児島相互信用金庫及び鹿児島国際大

学と地域振興支援に関する覚書を締結いたしました。地域活性化共同事業の取り組みを継続

して行ったものでございます。特に２７年度は、金融機関の持つネットワークを活用して、

ＤＥＥＮ＆ＤＥＬＵＣＡ六本木店及び福岡店で阿久根フェアやグリーンマーケットの開催を

行いました。そしてまた、阿久根フェアに連動しまして、料理雑誌とその雑誌のウェブペー

ジに阿久根の食材と産地の紹介を掲載してもらったところでございます。また関連しまして、

学生による「うんまかもんフェア」等々もこの事業の中に入っております。ここに新商品開

発数とありますけれども、ＤＥＥＮ＆ＤＥＬＵＣＡへの出展に際しまして、新商品の開発が

進みまして、単年度で６個の新商品が開発されたということでございます。次に１９ページ

をご覧ください。阿久根体験ツアーでございます。これにつきましては、体験型の交流事業

を進めようということで事業をいたしておりますが、平成２７年度にはここに書いてありま

す、北薩地域振興局が事務局になっております北薩摩振興協議会が事業主体となりまして、

福岡、熊本及び鹿児島市内の旅行エージェント等を招待したモニターツアーを実施いたして

おります。このほかに遊々体験倶楽部のほうで出水市立出水中学校の体験を日帰りで受け入

れております。これは中学生４５名、１クラスを受け入れまして、干物づくりや栽培漁業セ



 

- 4 - 

ンターの見学等をいたしております。次に２０ページをお開きください。事業名はふるさと

納税の推進でございます。あくね応援寄附金の、ふるさと納税の推進を図るとともに、市内

産業の活性化に寄与することを目的として、特産品を贈呈する事業を平成２７年度から始め

ております。平成２７年度の実績といたしましては、１，８６８件、２，５４３万５，００

０円でございます。今年度の平成２９年１月末現在の申込み件数は、５，４２９件、金額が

６，１６２万９，０６０円となってるところでございます。以上で商工観光課に関する事業

の説明を終わりますので、御質問をお受けしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

岩﨑健二委員長 

課長の説明は終わりました。質疑がありましたらお願いします。 

牟田学委員 

今、課長が説明されました事業に関係してくると思うんですけど、２市１町の議員研修の

ときにですね、地域おこし協力隊ですかね、３人が講演をされました。その中でですね、商

工観光課と企画調整課、いずれもですね、連携がとれていないという話しをされましたよ。

そこあたりがですね、私は基本なのかと思うんですよ。全然連携がとれていないという話し

がありました。そこあたりは、どうなっておりますかね。産業厚生委員会も今度語る会とい

うか、協力隊の方々と話しをするんですけど、どうもそこあたりが問題なのかなと。連携が

とれていないという話しをされましたけど、そこあたりはどうですか。 

堂之下商工観光課長 

その話の流れがわかりませんので、その辺を詳しく教えていただかないと、どういう意味

でそういう話しが出たのかというのがわからないところでございますけれども、どういった

事業に関連して、そういった話しが出たところでしょうか。 

牟田学委員 

一つ言えばですね、ふるさと納税の返礼品でですね、グローブがあったじゃないですか。

それをメディアに発表したじゃないですか、そこで。そのこと自体を商工観光課は知らなか

ったという話しをされましたよ。何ですかそれはってことになったんですよね、議員たちは。

そういったことで、必ずしも３人の協力隊の考えといいますか、そこあたりを課長あたりが

把握しているのかなあとか思ったんですよ。返礼品についてはそういう話しでしたね。そう

いった過程を把握していないということでしたね。そこあたりをだから、いろいろちゃんと

話しをして、事業をやっているのかなというふうに私は感じましたけど、ほかの議員もいろ

いろ話しはしてました。そこあたり、連携のあり方とかそういうのはどうなんですか。ちゃ

んとやっているんですかね。 

堂之下商工観光課長 

そのグローブの件につきまして御説明申し上げます。グローブにつきまして、私たちとし

ましては、ＫＳＫさんはウィルソンとの契約があるので、直接の取り引きは難しいというこ

とで、職員としてはあきらめていたところがあったというふうに思っております。そこのと

ころを地域おこし協力隊が、阿久根市内のスポーツ店といろいろ交渉をして、それが取り扱

いできるようになったということで、努力していただいたというふうに思っています。その

経緯を知らなかったということはございませんので、その話しはきちんといたしております。

今回のふるさと納税の返礼品事業につきましても、地域おこし協力隊の一つの、ミッション

の一つとしてお願いをしておりますので、そこは協力隊が一生懸命動いてくださってるもの

と考えております。いろんな報告も、私は受けておりますし、商工観光課と企画調整課が連

携とれない部分もいくらかあったかもしれませんけれども、そこのところは話しは聞いては

おります。またメディアの発表につきましても、商工観光課を通じて、メディア、報道機関

へのリリースはいたしておりますので、そこのところはしっかりと行ったというふうに私は

思っております。 

牟田学委員 

私たちも研修の場で、いろんなそういう話しが出たもんですから、これはちょっとまずい
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んじゃないのかということで、こんど産業厚生委員会で一緒に話し合いをしますけども、そ

こあたりの、要は協力隊と商工観光課、企画課、この連携というんですかね、そういうのが

とれていないという印象を受けたんですよ。まずこういう事業も大事ですけれども、やはり

そこあたりは彼らも何もなくては言わないと思うんですよね。だからそこあたりはもうちょ

っと企画課ともですよ、それと協力隊も含めてやっぱりいろいろ話しをしていかないとまず

いのかなというふうに感じました。はい。 

岩﨑健二委員長 

いいですか。 

牟田 学委員 

はい、いいです。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

竹原恵美委員 

プリントの５ページなんですけれども、指標のところが小規模事業所減少数の低減、これ

が指標として件数が書いてあります。先ほどの説明だと、減少した数がこの件数として聞い

たように思うので、指標との言葉のずれがあるようなので、かっこ書きでも、ここには減少

数だと、指標は低減、低減した数ではなくて、減少したという数の説明ではなかったですか。

ちょっとこう意味合いが、説明が不足しているんではないか。 

堂之下商工観光課長 

一応、実績として減少数でございます。この提言というのは平成２６年度、２２年度から

２６年度までの５年間で３１件減少しておりますので、今後５年間では１０件以下にしたい

ということでの指標でございます。１０件以下としておりますけれども、平成２７年度で既

に８件の減少があったということでご理解いただければと思います。 

竹原恵美委員 

この資料を単にこう見たときに、この文章の中から減少数と読むべきなのかなと。この文

章だったら、減少する、なくなるのを食いとめた数としての評価として件数が出てきたのか

なというふうに見れたんですが、その辺の読みとき方がはっきりわかりにくかったというふ

うにお伝えしたいと思います。ちょっと添え書きでもあればわかった、わかりやすいのでな

いかと。そういうふうに読みなさいという添え、言葉があればわかりますけど、減少を食い

ためた、低減した数がこんだけと書いてあるのかと思ったら、書いてあるのは減少した数な

ので、ちょうどひっくり返っちゃうんですね。そこのところが表現としてはわかりにくいの

で、添え書きなりがあるといかがでしょうかという意見です。 

堂之下商工観光課長 

目標値をごらんいただきますと、累計で１０件以下に食いとめたいということを目標と掲

げているところでございます。５年間でもって、２６年度までの３１件を減らしていきたい

という思いでここは書いておりますので、実績としてここに上がっているのは、平成２７年

度分だけでございますので、２７年度につきましては、８件の減少があったという説明をさ

せていただいたところでございます。目標値は５年間で１０件以下にとどめたいということ

で、今後新規創業がふえてくれば、そこはまたプラス、マイナスが出てくるかなというふう

に思っております。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。ないですか。 

渡辺久治委員 

１１ページの。 

岩﨑健二委員長 

マイクを寄せて。 

渡辺久治委員 
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１１ページのみどこい夏祭りの８，５００名、みどこい秋祭りは２万５，０００名とこう

なってますけど、これはどんなふうにして調べるんですか。集客数ですね。 

堂之下商工観光課長 

これは細かい数値は、なかなか把握はできないんですけど、主催者発表ということで、こ

ういう形で例年なっております。夏祭りにつきましては巡行に出た団体、パレードに出た団

体の数字プラス観客がこれくらいいたんじゃないかというところで出しております。花火大

会につきましては、商工会議所の発表の数字でございまして、食の祭典は市民会館でこの年

は実施いたしましたが、大体そこの食数の発売の人数から割り出しております。 

渡辺久治委員 

みどこい秋祭りは、これは商工会議所の把握ということでよろしいですか。 

堂之下商工観光課長 

夏祭りにつきましては商工観光課のほうで把握はいたしております。夏祭りはですね。 

（発言する者あり） 

渡辺久治委員 

大体の２万５，０００名というのは、大体の基準が要ると思うんですがどうですか。どう

やって判断されるんですか、２万５，０００人というのは。 

堂之下商工観光課長 

２万５，０００というのは秋祭りの方でございますね。秋祭りの花火大会は商工会議所の

発表でありますけれども、花火大会が１万５，０００人、食の祭典が１万人ということで、

こちらの方は数字を出しております。花火大会は、駐車場の数、そしてまたいらっしゃった

方々の人数、大体のこう場所ごとに、大体の把握をしてこれぐらいということで発表いたし

ております。食の祭典につきましては、食数であったり、売上金額でもって、人数の把握を

いたしているところでございます。 

渡辺久治委員 

わかりました。ただこれは年度ごとの集客数というのは重要な指数ですので、判断基準を

ある程度を決めて、なるべくよくわかるように、年度ごとの数字がわかるような数字があれ

ばいいなと思いました。以上です。 

岩﨑健二委員長 

いいですか。ほかにありませんか。 

濵田洋一委員 

６ページの販路拡大支援事業ですけども、事業実績で商談成立件数が延べ２３件というこ

とで、実績がありますけど、農業、漁業、林業等した場合に、それぞれの件数の内訳という

のを教えていただきたいんですが。 

堂之下商工観光課長 

それぞれの商談会ごとで申し上げますと、アグリフードショーですので、こちらが農業関

係者だと思います。こちらのほうが成約が１件でございます。シーフードショー、大阪でご

ざいました。これが８件、これは漁業関係者だというふうに考えております。あと居酒屋産

業展というのがありますけども、こちらは主に水産業者の方が出展をされたというふうに考

えておりますけれども、ここで成約が９件ございます。あと健康博覧会というところで、こ

れは農業関係者です。これが４件。それと阿久根マルシェ、東京で行われました阿久根マル

シェの際に１件ございますが、これも農業の方でございます。以上です。 

濵田洋一委員 

２７年度事業で、延べ２３件の成約ということでございますけれども、継続して今もそう

いった商談先とのやりとりをされているかと思うんですが、どのような状況というか、おわ

かりになりますか。 

堂之下商工観光課長 

申しわけございません。２８年度の実績については、まだ上がってきておりませんので申
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しわけございません、今ございませんが、それぞれに実績は上がってきているというふうに

考えております。 

濵田洋一委員 

ぜひ、この商談会での、やはり成約されたいろんな事業所と商品については、継続した形

でつながっていけばなというふうに思いますので、またよろしくお願いします。それからで

すね、１０ページですが、民泊の件でございますけれども、この事業の中で、それぞれ受け

入れ民家が、神戸市の中学校の方を１２軒、大阪市の方を８軒ということでありましたが、

阿久根市においての受け入れ民家数というのは、どれぐらい登録等されているんでしょうか。 

堂之下商工観光課長 

阿久根遊々体験倶楽部の会員の方々ということで、一応今３０軒程度ございますけれども、

実際受け入れてくださるところが少ないところではございますので、今後ふやしていく努力

をしなければいけないとは思っております。 

濵田洋一委員 

ありがとうございました。 

岩﨑健二委員長 

いいですか。 

（濵田洋一委員、「はい」と呼ぶ） 

ほかにありませんか。よろしいですか。 

質疑なしと認め、商工観光課の審査を一時中止します。 

（商工観光課退室） 

 

岩﨑健二委員長 

次に、水産林務課に関する個別施策について説明を求めます。水産林務課の入室をお願い

します。 

（水産林務課入室） 

それでは、水産林務課長の説明をお願いいたします。 

山平水産林務課長 

総合戦略個別シートに基づき、水産林務課所管分について簡潔に説明いたします。２ペー

ジをお開きください。事業番号②ですが、竹林改良促進支援事業、たけのこ産地化事業であ

ります。目的といたしましては、チップ材として排出する竹材の伐採等に係る経費の一部を

助成し、竹資源の有効活用を図り、あわせて竹林の整備を行うことにより、たけのこの生産

量の増加を図るものでございます。次に、事業実績・効果でございますが、たけのこの出荷

量につきましては、平成２７年度は表年であったことも一つの要因であると思われますが、

竹材への補助金が平成２７年度から１キログラム当たり、１．５円に増額したことが、竹林

整備につながり、たけのこの出荷量の増加に至ったものと考えております。次に、ＫＰＩの

指標として、たけのこ生産量を掲げておりますが、目標値６２０トンに対しまして、ＪＡ及

び上野食品への出荷量が６３３トンの実績で、目標値を既に超えております。今後におきま

しても、竹林所有者への支援を行い、たけのこ生産量の増加を図って参りたいと考えており

ます。意見・要望といたしましては、「既に平成３１年度の目標値を超えているため、再度、

目標値の設定が必要である」とのご意見をいただいているところであります。以上で説明を

終わりますが、質問につきましては、私並びに担当係長で答弁させていただきたいと思いま

すのでよろしくお願いします。 

岩﨑健二委員長 

課長の説明が終わりました。質疑をお願いいたします。 

牟田学委員 

課長、きのうちょっと聞いたんですけど、その竹チップですね、吉野木材の方から通達が

来て、本年度の補助金がもうすべて使ったということで、この１．５円は２月分からと言わ
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れましたかね、つかないという何か通達がきたて聞いたんですけど、そこあたりはどうです

か。 

山平水産林務課長 

今、もう２月分がつかない、竹チップの補助金がつかないんじゃないかということですが、

市の方に入ってきている情報では、まだ今のところ補助金が底をついているということは伺

っておりません。 

牟田学委員 

野田の方だったんですけど、そういう通達が来たと。結局、野田町民だからなのか、それ

まで、でも今まで補助金はもらっとったというわけですよ。ところがもうすべて使いきった

から、２月からつかないという通達を吉野木材が出してるみたいなんですが、そこたいはど

うなんですか。 

山平水産林務課長 

今、阿久根市といたしましては、市内の方々への補助ということで考えておりますが、何

でそこで野田町に通達がいうのが、いったのがちょっとわかりませんけど、大野係長の方が

答弁をいたします。 

大野林政係長 

属人、属地でいきますので、阿久根市の森林所有者が阿久根市の竹林から出した竹材に関

しましては、市の方が補助を出します。今言われたのは推測ですが、野田町の方ですので、

出水市がそういう通達をしたのではないかということです。野田町の人には、市のほうは補

助は出しませんので。今現在、阿久根市の補助金はまだ予算以内ですので、３月まで出して

もらっても十分補助できると思います。 

（牟田委員、「わかりました」と呼ぶ） 

岩﨑健二委員長 

いいですか。 

中面幸人委員 

この竹材の補助金の件でお伺いいたしますが、私、前一般質問で言ったことがあるんです

が、まず１点が、今まで年に１回払ったのを、その都度払うようなことはできないかという

ことで、それはもうできることですが、それはどうですか、それはもうそうなってるんです

か。 

山平水産林務課長 

その件については、現在、毎月支払いをいたしております 

中面幸人委員 

それと出水市のほうがキロ２円ということで、阿久根も今１．５円を２円にできないか、

そのときの答弁として、近隣市も見ながら考えて、検討していくということでしたけど、こ

の点については、まだそういう考えは出てないんですか。 

山平水産林務課長 

２９年度予算につきましても、阿久根市の補助金といたしましては、１キログラム当たり

１．５円ということで引き続き予定をいたしております。阿久根市におきましては、当初平

成２４年度から、その当時は１キログラム当たり１円だったわけですが、先を切って、他市

町村より先がけて、補助を２４・５、阿久根市だけが行っておりますので、それ以降、ほか

の出水市とさつま町とかが補助を出すようになりまして、その中でも、いろんな金額につい

ては、あそこが幾ら払っているから幾らにしようということで、これまで改正がなされてき

ております。今のところ、出水市が１キログラム当たり２．５円、さつま町が２．３円で、

その地区の業者の方とあわせまして、１キログラム当たり１０円ということで、さつま町と

か出水市は行っております。今現在、阿久根市におきましては、木材会社と合わせまして９

円ですので、１円不足しております。これにつきましては、２９年度はそのままで継続はし

ようかとは思っておりますが、当然見直しは今後必要になっていくのかなあと考えていると
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ころです。 

中面幸人委員 

補助金をもらうことで、タケノコ山も整備もされますので、近隣の市町村がそうであれば、

そういう声が上がってきますので、できるだけ早めにほかの市町村と合わせたような形にし

てほしいと思いますがよろしくお願いします。 

岩﨑健二委員長 

要望ですか。 

（中面委員、「はい」と呼ぶ） 

ほかにありませんか。 

白石純一委員 

竹のチップ材の用途は何であるというふうに把握されていますでしょうか。 

山平水産林務課長 

この用途と言いますのは、主に竹紙の原料になってまいります。 

白石純一委員 

川内の中越パルプでの生産ということなんですかね。 

山平水産林務課長 

はい、川内の中越パルプへの出荷ということになります。 

白石純一委員 

現在、市では再生可能エネルギーの策定委員会をもたれていると思いますけれども、全国

的には竹チップを使ったバイオマス発電も徐々に行われているようですけれども、そのあた

りの使い方というのは、再生可能エネルギービジョン検討委員会とともに、検討はされまし

たでしょうか。あるいは今後される予定はございますでしょうか。 

山平水産林務課長 

再生可能エネルギーにつきましては、まだ今のところ具体的に何と何と何をというふうに

具体的に決まっておりません。企画調整課が主管となって、各関係課を集めて、今再生可能

エネルギーについて協議を進めているところでありますので、当然この施設とか、この地区

に木質とか竹チップとかのエネルギーをということになってくれば、担当課といたしまして

もそれに向けて努力はしてまいりたいと思っております。 

白石純一委員 

今、課長もおっしゃられたように、たくさんの竹の資源が阿久根にあるわけですから、可

能であればですね、市外に出すことなく、市内で活用できる、少しでも活用する方策を考え

ていただければと思います。以上です。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

濵﨑國治委員 

この個別シートの指標の関係なんですが、この補助金というのは竹材に対するキロ当たり

の１．５円の補助金ということですよね。それからしますと、この事業費というのは竹材へ

の、いわゆる伐採等への補助金という意味からしますと、もちろん目的はタケノコの生産量

の増をはかるという意味なんでしょうけど、この目標値、実績値についても、タケノコの生

産量とともに、竹材の伐採の量というのを計上すべきじゃないかなという気がするんですけ

れども、パルプ用竹材の１，９０７トンというのもありますけど、この基準値、目標値、実

績値には、これはタケノコの生産量でしょう。パルプ用竹材の伐採実績というのも表記され

るべきじゃないかなというふうに考えますがどうでしょうか。事業費については、その補助、

１キロ当たりの１．５円の補助金ということになるんでしょうからですね。その辺はいかが

でしょうか。 

山平水産林務課長 

確かにこの１．５円につきましては、竹を、伐竹をして、玉切りをして搬出をしたりとか
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する分に対する補助金でございます。今、議員のほうからおっしゃられますように、タケノ

コということだけの今目標値とかいうふうな出し方を実際掲げております。今指摘されて、

このタケノコだけ、最終的な目標としてはタケノコの生産量をふやすことが目的だというこ

とで、このような表現の仕方をしているんですが、確かに今言われますように、竹材につい

てもここに入れるべき、載せるべきじゃないかというなご意見だろうと思いますが、それに

ついては、またいろんな委員会とかの中で、検討させていただきたいというふうに思います。 

岩﨑健二委員長 

いいですか。 

竹原恵美委員 

今の質問と、全く一緒の根底なんですけど、パルプの竹材の搬出量とタケノコの生産量が

完全な相関であれば、こういう書き方もあろうけれども、表年、裏年とかあって、別の要因

がくるのであれば、それはその先の書き方の置き場所が違っていて、上のほうに事業効果と

してパルプ用竹材が１，９０７トンと書いてあるのが、逆に指標として出てくるべきであっ

て、そこから得られた事業効果として、タケノコの生産がこれだけ、裏年だから別の要因も

あって減になる。でないと意見・要望に書いてあるとおり、タケノコをいつまでも設定して

いても、それは何を目的にしているか読めなくなってきますので、本当にパルプを出すこと

で、竹林の整備が進むことが重要であれば、それを直接指標にすべきではないかと。その上

がりで事業効果のところに生産量があって、それの理由がまた別途、別の要因がついてくる

べきではないかと思います。以上です。 

山平水産林務課長 

確かに今言われてみて、自分といたしましても、実際どういうことがあって、どういう成

果が得られるかというのは、もう一回やっぱり整理をし直した方がいいのかなというふうに

感じております。この件につきましても、今どう対応しますということは言えませんが、先

ほど濵﨑委員からもありましたことも含めまして検討させていただきたいと思います。 

岩﨑健二委員長 

よろしいですか。ほかにありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

質疑なしと認め、水産林務課の審査を一時中止します。 

それでは、次に農政課の入室をお願いします。 

（水産林務課退室、農政課入室） 

 

岩﨑健二委員長 

それでは、農政課に関する個別施策について課長の説明をお願いいたします。 

谷口農政課長 

それでは総合戦略個別シートのうち、農政課所管分について御説明いたします。 

事業番号③番ですが、平成２７年度耕作放棄地解消対策事業については、重点目標１の①、 

第１次産業を支援すると、そのためのものでございます。事業目的は耕作放棄地を利用して

農業生産活動を行う農業者等に対し、準備経費の一部を助成するものとしております。また

事業実績・事業効果といたしましては、耕作放棄地を利用して農業生産活動を行った６戸７

件の農業者等へ耕作準備に要する経費の一部の助成を行いました。平成２７年の荒廃農地調

査における再生利用が可能な荒廃農地いわゆるＡ分類といわれておりますけれども、２６３．

９ヘクタールでありましたが、平成２７年度は１．７ヘクタール解消がされました。市単独

補助事業では、５戸の農家で６件１．４ヘクタール。国の交付金事業では１戸の農家が１件

０．３ヘクタールを実施しました。事業費は３１３万１３円。うち補助金等として１８３万

５千円でございました。 

次に、重要業績評価指数の基準値を平成２６年度１ヘクタール、目標値を６．５ヘクター

ルと設定し、平成２７年度の実績値は１．７ヘクタールでございました。次に、事業評価・
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今後の取組方針ですが、耕作放棄地の解消が図られ、農業生産活動もできるようになったこ

とからも、地方創生に効果があったところでございます。今後の取り組み方針としても、地

域における人・農地プランや農地中間管理事業などに関する話合い活動、また農業委員会と

も連携を図り、担い手への農地集積や耕作放棄地解消と合わせ、農業者に対する支援を行う

ことにしています。 以上で説明を終わりますが、質問については、私と担当係長でお答え

いたしますので、よろしくお願いします。 

岩﨑健二委員長 

課長の説明は終わりました。質疑ありませんか。 

竹原恵美委員 

このシートの見方を改めて教えてほしいんですけど、先ほど事業費、３１３万とびの１３

円。うち補助金等１８３万５千円、うち補助金等、意味を教えてください。事業費は全体事

業費、うち補助金と、補助金として出したもの、また補助金としてここが受け取って、意味

がよく、補助金等の意味がよくわからなかったです。 

谷口農政課長 

この事業につきましては、補助金等の額ということで、耕作の準備に補助対象経費の２分

の１以内の額。これが草刈り等でありましたら、１０アール当たり２万円。障害物除去、抜

根等の整地まで含めると、そういった事業になりますと１０アール当たり１０万円。そして

今度は農業の生産活動をするための準備の費用として１０アール当たり５万円という補助金

が出されます。これが市の単独事業でございます。それから国のほうの事業といたしまして

も、耕作放棄地を再生活用する活動を支援するということで、これは５年間の営農耕作に対

しての条件が付いておりますけれども、これにつきましても、同じように再生作業が定額支

援ですけれども、１０アール当たり５万円というような事業がございまして、そういったも

のをもろもろ合わせまして、こちらから補助事業として流した分という意味で、うち補助金

という書き方をさせていただいたところであります。 

竹原恵美委員 

これは、題目は、目的はその一部を助成するものである、助成金なんですが、うち補助金

等に入らないもの、逆に入っていないものは何のことを示していますか。 

谷口農政課長 

先ほど補助金の対象経費の２分の１以内の額というふうに話をさせていただきましたけれ

ども、結局２分の１以外のものは受益者の負担ということになると思います。したがいまし

て、ここでいう全体事業費３１３万１３円がございます。それからうち補助金等これが１８

３万５千円ということになります。この差額１２９万５，０１３円この分が受益者の方がご

負担いただいた金額というふうにご理解いただければというふうに思います。よろしいでし

ょうか。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

質疑なしと認め、農政課の審査を一時中止します。 

この際、一時休憩します。 

（農政課退室） 

 

（休憩 １４：０５～１４：１５） 

 

（市民環境課入室） 

岩﨑健二委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開します。 

次に、市民環境課に関する個別施策について説明を求めます。 
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石澤市民環境課長 

  それでは市民環境課所管分について総合戦略シートを基に説明いたします。４０ページを

ご覧ください。事業番号㉟、クリーンビーチあくねでございます。本市は南北に約４０キロ

に及ぶ海岸線を有しており、特に市街地の沖合に浮かぶ阿久根大島、奇岩あふれる牛之浜海

岸、急流で有名な黒の瀬戸、3キロに及ぶ砂浜を持つ脇本海岸など変化に富んだ海岸線有し

ていることから阿久根市の観光の中心となっています。しかし、近年海岸において漂着物に

よる環境悪化が著しく、この美しい海岸線を保つため、清掃活動を行うこととします。現在

海岸漂着物等、地域対策推進事業により主な海岸線については、委託にて作業を行っていま

すが、委託で清掃を行えない箇所、特に阿久根大島について清掃を行うものです。この事業

を継続することにより美しい海岸線が保持され、観光客等の入込増が見込まれると考えてお

ります。次に事業実績、事業効果でございます。市内の主な海岸については年間を通じ、こ

の事業を実施し、漂着ごみの回収、処理が行われ、海岸線の環境美化が図られたと考えてお

り、地域住民、観光客にはおおむね好評であったと思います。阿久根大島については、地理

的関係から、年間を通じての事業実施はできませんでしたが、昨年に引き続き、島内海岸漂

着ゴミの回収処理を行っております。この事業の重要業績評価指数、ＫＰＩといたしまして、

市内３海水浴場への入込客数を設定致しております。２７年度につきましては、昨年度を上

回る結果が出ております。以上で説明を終ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

岩﨑健二委員長 

課長の説明は終わりました。質疑をお願いいたします。 

渡辺久治委員 

事業費が２，５００万あまりになっていますけども、これは脇本海岸と阿久根大島の個別

の数字がわかりますか。 

石澤市民環境課長 

委託料についてでございます。３地区について行っております。まず、大川島海岸等とい

うことでございます、そちらの金額が１，０７８万９，２００円。続きまして、脇本海岸で

ございます、８８４万５，２００円。続きまして阿久根大島でございます、１１３万４，０

００円以上でございます。 

渡辺久治委員 

あと、先ほども聞いたんですけども、３海水浴場の入込客数、これは実績で３万１，５３

２名とかなりはっきりした数字が出てるんですが、この数え方とかちゃんと決まってますか。

どんなふうにして数えるかとか。 

新塘市民環境対策係長 

入り込み客数につきましては、委託を商工観光課が委託をしている美しい海のまちづくり

公社、並びに日本水泳振興会から数字の方の報告をいただきまして、それを集約したもので

ございます。１日、２回カウントをいたしまして、午前１０時から１１時に１回、午後１時

から２時までが１回ということで、１日２回カウントしてございます。よろしくお願いいた

します。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

牟田学委員 

清掃の件でですね、大川島、脇本あたりは平地で木材なんかが来た時には重機を使ったり

もできますけれども、ちょっと聞いたことがあってですね。磯辺ですよね、磯辺。磯辺のそ

ういう漂着物あたりはどうすっとって聞いたら、チェーンソーで切って、持てる範囲に切っ

て処理するという話しを聞いたんですけれども、そこ辺りをもうちょっと改良というか、な

んかあればなあというふうに思ってるんですよ。人間で持てる範囲で切ってですよ、それし

かないのかあと思いますけど、なんかいい方法を考えたらいいのかなと思いますけど。 

石澤市民環境課長 
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ただいま、牟田委員のお話のとおり、人力でしかできないところにつきましてはですね、

チェーンソーで人が持てる範囲でカットしまして、それを搬出してるという状況でございま

す。今、新しい方法ということでございますが、私もそのくらいしか考え付かないというと

ころでございます。今後もですね、そういった方法等につきましては楽な方法がないかとい

うことで研究をさせていただきたいと思っております。以上でございます。 

中面幸人委員 

今先ほどですね、各３地区の委託料の説明がありましたけれども、私はよく思うんですけ

れども、７月に海開きに行きますよね、脇本海岸に行けば私が行く海開きの日に行けばいっ

ぱい漂着物があったりしてるんですけれども、あれは委託を受けてる人がどんな形で清掃す

るのか。台風なんか来れば年に何回もあるかと思うんですけれどもですね、そういう補正な

んかというのがすぐ出来るんですか。 

石澤市民環境課長 

海岸漂着物につきましては年間を通じて委託しておりまして、その量によっての出来高の

補正とかそういったことはやっておりません。具体的に方法を申し上げますと、脇本海岸を

例に取らせていただきますと、まず朝、業者の方が燃えないごみの収集をいたします。そし

てそれが済んだのちですね、燃えるごみを集めまして、焼却できるものについては焼却をす

る。そして焼却できないものについては回収して、環境センターのほうへ運ぶという形を取

らさせていただいております。 

中面幸人委員 

海水浴が始まるのに、いっぱいごみがあったりするんですけれども、この委託をしてるの

に何でかなあと思ったりもしたんだけど、そういうのは何か指導じゃないけど、年に１年を

通してということですけれども、台風なんかいっぱいくれば大変ですよね。その辺あたりは

どうなってるのかなと思ったりするんですけど、その辺はどうなんですか。 

石澤市民環境課長 

そのときの海岸の状況におきましてですね、ほかの地域に委託をしているところがござい

ますので、そちらと私どもが直接雇用している分がございますので、集中的に入れてごみの

回収をやってるという状況でございます。そして今、中面委員がおっしゃられるんですけれ

ども、海岸というのがですね、日々動いております。それが固定できればすぐ出来るんです

けれども、きょう清掃したところにまたあす、ごみが漂着しているという状況もございます

ので、なかなか厳しいと思っております。以上でございます。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

竹原恵美委員 

お尋ねします。指標が入り込み客数になってるんですけれども、やっていることはごみの

回収処理なので、清掃の平米とか処理量を指標にするべきで、これをどんどん大きくしたか

ら入り込み客数が増えるとかそういう結果が得られるものではないので、客数で評価を最後

に評価は相当効果があったとなっていますが、評価の値を変えたほうがよいのではないでし

ょうか、いかがでしょうか。 

石澤市民環境課長 

この指標につきましては、私考えておりますのが、阿久根の海岸はきれいだということで

ですね、再度リピーターとして来てくださるようなことでですね、来年また海水浴に行って

みようか、そういった感じできれいな海だという印象がついてくれば、こちらのほうが上が

っていくという感じでＫＰＩの方を設定させていただいております。清掃の量等につきまし

てはですね、こちらで把握しておりますので、またそちらのほうもこの指標の中に入れるか

入れないかということをまた検討していきたいと思っております。以上でございます。 

竹原恵美委員 

この入込客数に対してはほかにもイベントを打ったり、交通のフェリーの補助だったり、
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いろんな手法がとられていて、直こう関連があるわけではないので、この結果を求めるとい

うのには、あまりにも要因がほかにありすぎているので、ちょっと評価に使うには不適当で

はないかと思ったところでした。ご検討ください。 

岩﨑健二委員長 

検討ということでよろしいですか。 

[竹原恵美委員「はい」と呼ぶ] 

ほかにありませんか。 

白石純一委員 

恐らくごみは漂着物が一番多いのではないかと思うんですけれども、ただし市民のごみも

多分少しは含まれているのではないかというふうに思います。業者を通じて大型の重機とか

もも使ったほうが効率的ではあるんですけれども、自然環境を守り育てるという重点目標か

らすると恐らく今はもう地域住民の方や、各種団体がボランティアとして清掃されてもいら

っしゃると理解しておりますけれども、こういったボランティアで市民による清掃活動につ

いても積極的に市のほうからもお願いをするということはされていらっしゃいますでしょう

か。 

石澤市民環境課長 

ボランティアにつきましてはですね、かなりの数が今、入っております。脇本海岸でいき

ますと、折多小学校、脇本小学校、三笠中学校、それとサーファーの方等ですね、かなりの

ボランティアが入っております。そういったことでですね、ボランティアの育成も私どもの

努めかと思っておりますので、今後ボランティア等の団体の育成についても検討していきた

いと考えております。以上でございます。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

濵﨑國治委員 

事業費が２，５００万あまり、うち補助金等２，２５７万とありますが、うち補助金等と

いうのはほとんど委託料というふうに理解しているんですが、委託料と補助金２つが入って

るんでしょうか。入っとったらその額を教えてください。 

石澤市民環境課長 

こちらにつきましては国からの補助金でございます。この公立な補助でございまして、１

０分の９補助ということでございます。委託料等については入っておりません。 

全体の事業費の中の９割が国からの補助金でございます。 

濵﨑國治委員 

といいますと、これはうち補助金等の２，２５７万８千円というのは、ほとんどが国から

の補助金ということで理解してよろしいんですか。 

石澤市民環境課長 

全額国からの補助金でございます。２，２５７万８千円は。 

濵﨑國治委員 

といいますと、委託で清掃というのは一応この補助金を阿久根市に入れて、阿久根市から

は委託料で支出するというそういうふうに理解してよろしいんでしょうか。 

石澤市民環境課長 

はい、その通りでございます。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

質疑なしと認めます。よって、市民環境課の審査を一時中止します。 

（市民環境課退室、健康増進課入室） 
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岩﨑健二委員長 

次に、健康増進課に関する個別施策について説明を求めます。 

児玉健康増進課長 

それでは初めに、健康増進課分について御説明いたします。 

まず、２１ページになりますが、事業番号⑯でございますが、特定不妊治療費助成事業で

すが、この事業につきましては、安心して子供を生み育てることのできる環境づくりを推進

するため、子供が欲しくてもなかなか妊娠の機会に恵まれない夫婦の不妊治療に要する費用

の一部を助成するものであり、県の助成金を控除した額のうち、１年度当たり１５万円を限

度額として通算５年間助成するものでございます。平成２７年度につきましては、８件８組

への助成をしており、そのうち妊娠にいたった御夫婦は２組であります。 

次に２２ページになります。事業番号⑰、両親学級になりますが、この事業は全ての妊娠

届出者に対して案内し、助産、栄養、運動についての学びの機会とその場を提供するもので

ございまして平成２７年度においては、計９回開催をいたしました。具体的には赤ちゃん誕

生に向けた学習や体験、また妊娠期の食生活や口腔ケアについて、さらには妊娠期の骨盤ケ

アについてを保健師、助産師、栄養士、歯科衛生士と共に学びました。また、参加者同士の

交流や情報交換の場としても意義深い場となっており、妊娠期における不安解消の一助にも

なっている事業として、参加者のアンケート結果でも８割の方々には満足いただいていると

ころでございます。 

次に２３ページ、事業番号は⑱になります。乳児家庭全戸訪問事業でございますが、この

事業は、国が創設した通称「こんにちは赤ちゃん事業」でございまして、生後２・３か月児

に対しまして、保健師や民生委員、児童委員が訪問し、家庭と地域社会をつなぐ最初の機会

として、乳児のいる家庭の孤立化を防ぎ、健全な育成環境を確保し、地域で安心して生活で

きるよう見守ることを目的としていると同時に、その後の各種健診の受診勧奨や予防接種事

業の案内、また様々な子育て支援に関する情報提供を行っております。また訪問時には母子

の絆を深めるものとしまして絵本を無償提供しており、平成２７年度については１２９名の

方々の自宅を訪問しているところでございます。 

次に３８ページになります。事業番号㉝から説明させていただきますが、㉝につきまして

は一般介護予防推進事業についてでございます。これにつきましては、介護予防に関する基

本的な知識の普及啓発を行い、介護予防を推進するものでございまして、６５歳以上の高齢

者を対象に健康運動指導士による転倒予防体操等の運動指導を主とした元気アップ教室や、

出前講座として、いきいきサロンや高齢者学級等に出向き、保健師・栄養士・歯科衛生士に

よる低栄養予防や口腔ケア、高齢期の健康づくり等について健康教育・健康相談を行ってお

り、２７年度は７３回、１，７５８人の参加がございました。元気アップ教室は、参加者数

の増加により平成２６年度から４会場にふやしており、参加者の交流や体力維持、介護予防

に関する意識づけの場として定着してきているところでございます。 

続きまして、１つ前にかえりますが、次に地域包括支援センター分について御説明をいた

します。３７ページになります。事業番号㉜でございますが、地域介護予防活動支援事業に

ついてでございます。これにつきましては、平成２７年度は、県の「地域づくりによる介護

予防推進支援モデル事業」として実施をしてまいりました。住民への説明会を開催後、自主

的に手を挙げていただいた、高之口区と潟区、この２地区をモデル地区に決定して、毎週１

回、地区の公民館で「ころばん体操教室」を開催しました。それぞれ、３８名の参加という

ことでございました。５回目までは、行政も支援で入りまして、６回目以降は、住民主体で

体操教室を運営しております。３か月評価、９か月評価をする中で、参加者の体力について

は維持、改善傾向にあり、何よりも健康観の認識が高まっているところでございます。また、

地域の中の歩いて通える場所で体操教室を実施することにより、住民の介護予防の意識が高

まると同時に地域住民同士の交流から、声かけ、見守り活動や互助活動の輪が広がってきて

いるものと考えております。 
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次に、３９ページ、事業番号㉞になります。認知症施策推進事業についてでございますが、

認知症予防を勧めるとともに、たとえ認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り

住み慣れた地域で安心して暮らしていくために、認知症についての正しい理解、知識の普

及・啓発のために、認知症予防講演会、認知症介護者家族交流会の開催、認知症に係るパン

フレット等の配布、認知症サポーター養成講座等を開催してまいりました。認知症サポータ

ーの養成については、平成２７年度は、金融機関、小学校、商工会議所女性部等、１６回開

催をいたしまして、３９７名のサポーターの養成ができたところでございます。以上で説明

を終わりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

岩﨑健二委員長 

課長の説明は終わりました。これより質疑を受けます。 

牟田学委員 

  事業番号⑯番、特定不妊治療ですけれども、確認ですけど、１回につき、１５万円という

ことでいいんですかね。 

児玉健康増進課長 

１年度につき１５万円ということで、例えば１回目７万で済めば、７万円、その年度内に

１５万円までが限度額ということで、御理解いただければ良いかと思います。 

牟田学委員 

  そういった中で、最長５年間という説明でしたけれども、というのが、なかなか着床しな

いんですよね、１回行っても。そういった中で、精子と卵子を冷凍保存しなければなりませ

ん、そういった時に男、女ともですね、冷凍の金額を請求されるわけですよね。だからそこ

の辺りをちょっと考えてもらわないと、なかなか１回では着床しない例が多いんですよ。そ

の冷凍保存についても、年間９万円だったかな、幾らか取られるわけで、そこ辺りをもうち

ょっと、補助できないのかなというふうに思いますけれども、なかなか大変であるというの

は聞いております。そういった中でそういう保存についても何か補助的なことを考えられな

いかなというふうに思いますけれども、課長はどう思われます。 

児玉健康増進課長 

委員のおっしゃられる通り、そこもかなりの金額がかかるんじゃないのかなと思っており

ます。正確な数字はちょっと私も押さえてはおりませんけれども、それにつきましては、今

現在、県の補助もありますけれども、県の動向、国も当然なんですけれども、他市の状況と

もちょっと調査させていただきたいと思います。その中で、そこまで補助ができるのか、す

るとしたらどれぐらいになるのかというようなのを含めて、ちょっと調査をさせていただき

たいと思います。 

牟田学委員 

  ぜひ検討していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

岩﨑健二委員長 

  ほかにありませんか。 

白石純一委員 

  同じ件でお伺いいたします。今、課長からもちょっと出ましたけれども、国や県の補助金、

国はちょっと私も存じ上げてなかったんですけど、県の不妊治療補助金がございますけれど

も、その県のものと、市のもの、両方一緒に使えるということなんですかね。 

児玉健康増進課長 

そうですね、県の補助、市の補助、それは同時に使える。県の補助を除いて１５万円を限

度ということでしております。 

白石純一委員 

  これだけを見るとですね、市がこういう１５万円までの補助をしているということは分か

るんですけれども、県も合わせれば、じゃあ県も１５万であれば、じゃあ３０万までの補助

があるんですよというのは市民に周知されておりますでしょうか。 
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児玉健康増進課長 

県におきましては、初回が３０万の補助、２回目以降は１５万ということで、市のほうは

ずっと１５万が限度ということで、補助はなっていますが、金額を載せたか、一回県のほう

が３０万に増額された件で市の広報には載せた経緯がございます。ただ、ちょっと私も正確

な記事内容まで覚えておりませんが、その補助が増額になったという記事は、県のほうがで

すね、増額になったという部分については広報に掲載したかと思います。 

白石純一委員 

  ぜひですね、県のものに加えて市がこれだけ補助を出して、合わせて使えるんですよとい

うことを周知いただいてですね、特に阿久根からの場合はほとんどの治療先が鹿児島市内、

あるいは姶良市内と伺っておりますので、もちろん交通費、あるいは場合によっては宿泊費

も必要になると思いますので、そういった形で周知徹底を市民の、特に不妊で悩んでいる方

にお知らせいただくようにぜひお願いします。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、健康増進課の審査を一時中止します。 

（健康増進課退室、生きがい対策課入室） 

 

岩﨑健二委員長 

次に、生きがい対策課に関する個別施策について説明を求めます。 

山元生きがい対策課長 

笑顔あふれる阿久根市まち・ひと・しごと創生総合戦略における個別施策、事業のうち生

きがい対策課所管分の実施状況について、御説明申し上げます。初めに資料２４ページをお

開きください。重点目標３－③、子育て・教育を支援するのうち事業番号⑲、出生祝い商品

券支給事業につきましては、子育て家庭への経済的支援として、第１子出生時に３万円、第

２子出生時に５万円、第３子以降の出生時に１０万円相当の阿久根市共通商品券を支給する

ものです。平成２７年度の事業実績は、第１子が５０人、第２子が５３人、第３子以降が３

１人、合計１３４人で７２５万円を支給しております。重要業績評価指数の年間出生児数に

ついては、平成３１年度の目標１４５人に対し、平成２７年度は１３４人でありました。 

次に、２７ページ、事業番号㉒、母子家庭等総合支援事業につきましては、ひとり親家庭

の父母等に対し、経済的自立に効果的な資格を取得するため、養成機関で修業する場合の給

付金支給や、教育訓練講座の終了後に受講料の一部を支給するものであります。平成２７年

度の事業実績は、高等職業訓練促進給付金として１件、１０８万２千円を支給しております。

重要業績評価指数の就職・転職の実施については、平成３１年度の２人に対し、平成２７年

度は受講継続のため０人でありました。 

次に、２８ページ、事業番号㉓、子ども医療費助成事業につきましては、子どもたちの健

全な育成を支援し、小児医療費にかかる保護者の負担軽減を図るため、健康保険適用医療費

の自己負担額を助成するものです。平成２７年度の事業実績は、小学校未就学児が、延べ１

５，０６９件、助成額２，２８９万１，８２５円、小・中学生が、延べ１０，８２８件、助

成額２，０３０万５，９２８円、助成額の総額は４３，１９７，７５３円でありました。重

要業績評価指数の年間出生児につきましては、平成３１年度の目標１４５人に対し、平成２

７年度は１３４人でありました。 

次に、２９ページ、事業番号㉔、保育利用料軽減事業につきましては、保育利用料を国が

定める基準額の約半額で設定し、子育て世帯の経済的負担の軽減を図るものであります。平

成２７年度の事業実績は、延べ児童数７，６１３人の保育利用料について、国の基準額、１

億４，８１１万６，６３０円に対し、実際の保育利用料は、６，４０６万６，０３０円、軽

減額は、８，４０５万６００円でありました。重要業績評価指数の年間出生児につきまして



 

- 18 - 

は、平成３１年度の目標１４５人に対し、平成２７年度は１３４人でありました。 

次に、３０ページ、事業番号㉕、障がい児保育事業につきましては、保育施設において、

障害児の保育環境の充実のため、担当保育士を配置する際の補助や、児童発達支援センター

等のサービスを利用した際の自己負担額を助成するものであります。平成２７年度の事業実

績は、障がい児保育事業が、二つの園で保育士２名の加配に対し、１８０万円を補助、障が

い児通所支援事業では、延べ６５５人の利用に対し、事業費４，０４１万８，７８０円、う

ち利用者の自己負担分の助成額１３１万２，３３４円でありました。重要業績評価指数の子

育て支援施設利用者の満足度については、目標の８０％に対し、平成２７年度の調査による

満足度は９５％でありました。 

次に、３１ページ、事業番号㉖、子育て支援拠点事業につきましては、子育て親子の交流

等を促進する子育て支援拠点の設置を推進することにより、子育て支援機能の充実を図り、

子育ての不安感を緩和し、子どもの健やかな育ちを支援するものです。平成２７年度の事業

実績は、おりた保育園とみなみ保育園を拠点に活動し、親子サークルの参加者が延べ３，４

０３人、育児相談が延べ１３０件、各種イベントの開催や情報発信等を行い、事業費は１，

７０４万８，４０８円でありました。重要業績評価指数の子育て支援施設利用者の満足度に

つきましては目標の８０％に対し平成２７年度の調査による満足度は９５％でありました。 

次に、３６ページ、重点目標４－①、快適で住みよいまちにするのうち、事業番号㉛、高

齢者地域見守り・支えあい事業については、独居高齢者等への配食サービスを行う、食の自

立支援事業、高齢者を含む任意のグループによる互助活動に対し地域商品券を支給する、高

齢者元気度アップ地域包括ケア推進事業、集落ごとに支えあいマップを作成し、地域の相互

援助体制を確立する、共助の基盤づくり事業を通じて、高齢者等を地域で見守り、支え合う

体制づくりを進めるものであります。平成２７年度の事業実績は、食の自立支援事業が、月

平均１３０人の利用者に対し、総配食数４７，５６３食、総事業費は２，６１５万９，６５

０円でありました。高齢者元気度アップ地域包括ケア推進事業では、６団体に交付し、総事

業費は７６万５，８００円であり、共助の基盤づくり事業では、７３地区でマップづくりが

完了し、総事業費は８３４万５，０００円でありました。 重点目標、快適で住みよいまち

にするにおける重要業績評価指数、自治会加入率については、平成３１年度の目標８５％に

対し、平成２７年度は８５．３％でありました。以上で、説明を終わりますが、よろしくお

願いいたします。 

岩﨑健二委員 

課長の説明は終わりました。質疑がありましたらお願いします。 

ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

質疑なしと認め、生きがい対策課の審査を一時中止します。 

（生きがい対策課退室、教育委員会入室） 

 

岩﨑健二委員長 

次に、学校教育課、教育総務課に関する個別施策について説明を求めますが、先に教育総

務課の説明をお願いいたします。 

小中教育総務課長（兼給食センター所長） 

  まず、教育総務課及び学校給食センター所管の総合戦略個別シートについて御説明いたし

ます。事業番号①、学校給食における地産地消の推進につきましては、学校給食に使用され

る地元産食材の割合を高めることを目的としており、平成２６年度の地元農産物の使用率は

１５．４％でありましたが、平成２７年度は３３．８％に上昇しております。これは、平成

２７年１月から米飯給食を始めたことに起因しておりますが、今後も地産地消の観点から、

地元産の食材の比率を上げる取り組みを検討してまいります。次に、２５ページ、事業番号

⑳、卒業祝い商品券等支給事業については、国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付
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金事業に基づき、平成２６年度から実施したもので、義務教育課程を修了した生徒の前途を

祝して、生徒の健全な成長を促し、次世代を担う人材の育成に資することを目的に、卒業祝

い商品券等を支給したものです。平成２７年度は、市内の中学校卒業生１９３名全員に商品

券５，０００円、図書カード５，０００円を支給しております。アンケートなどからは、参

考書などの購入に充てられるなど、地域消費の喚起に一定の効果があったものと思います。 

次に、２６ページ、事業番号㉑、阿久根市奨学金事業については、市の奨学金に入学一時

金を創設し、卒業後本市に帰って来られ、住んでいただくことで、地元への定住の促進と市

のリーダーとして活躍してほしいとの思いから創設を目指したものです。平成２７年度にお

いては国や県の動向を見ながら、どのような制度にすべきか検討を行い実際の事業実施には

至りませんでした。しかしながら、先の第４回定例市議会において議決していただきました

とおり、本年の奨学生の募集から実施しております。以上で、教育総務課及び学校給食セン

ター所管の説明を終ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

岩﨑健二委員長 

  次に、学校教育課長の説明をお願いいたします。 

久保学校教育課長 

  学校教育課所管の総合戦略個別シートについて、御説明します。３２ページ、事業番号㉗、

学力向上支援員配置事業につきましては、子供たちが充実した学校生活を送ることができる

よう、基礎・基本の確実な定着を図ること、思考力・判断力・表現力等の育成、学習意欲の

向上、学習習慣の確立を目指すことを目標としております。平成２７年度は、小学校６校に、

理科支援員２人を配置しております。また、阿久根中学校と三笠中学校に英語教育支援員を

一人ずつ、小学校担当として１名配置しています。平成２７年度の鹿児島学習定着度調査で

は、中学１年英語の市平均が７４．１、中学２年英語の市平均が６５．２であり、それぞれ

３．４ポイント、５．８ポイント県より上回っていました。理科の市の平均は小学５年で１．

６、中学１年で３．２、県平均より低い状況でしたけど、中学２年理科は市平均が県平均よ

り１．１ポイント高い状況でした。今後も、学力向上支援員配置事業を通して、英語に親し

ませたり、より多くの実験に取り組ませたりすることで、学習意欲の向上や基礎・基本の定

着、学力向上に取り組んでまいります。次に、３３ページ、事業番号㉘、特別支援教育支援

員配置事業につきましては、教育上特別な支援を必要とする児童・生徒に対して特別支援員

を配置して、子供たちが充実した学校生活を送ったり、保護者が安心して子育てを行ったり

する環境づくりを行うこと、これを目的としています。子供たちが学校の授業や学校生活で

困っていることにより、不登校になってしまうことを防ぐ必要があると考えます。不登校の

要因はさまざまですが、市の不登校の割合は、県の不登校の割合より、小学校で０．１５％、

中学校で０．５１％高い傾向にあります。今後も、学校教育を受ける上で生じる障壁をでき

るだけなくし、子供たちが充実した学校生活を送ることができるよう、環境づくりを推進し

ていく必要があると考えます。 

次に、３４ページ、事業番号㉙番、スクールソーシャルワーカー等配置事業につきまして、

学校からの依頼により、スクールソーシャルワーカーが家庭訪問を行い、児童生徒の相談に

応じたり、ケース会議等において支援の方向の情報共有を行ったりしています。不登校児童

生徒の割合は、先ほど述べたとおりですが、不登校は社会的自立という点でも、児童生徒や

保護者にとっては大きな問題であると考えます。事業を通して、不登校の児童生徒の割合を

少なくしていきたいと思います。以上で、学校教育課所管の説明を終わります。よろしくお

願いします。 

岩﨑健二委員長 

課長の説明は終わりました。両課一緒に質疑を受けます。ありませんか。 

ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

質疑なしと認め、学校教育課、教育総務課の審査を一時中止します。 
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（教育委員会退室、企画調整課入室） 

 

岩﨑健二委員長 

次に、企画調整課に関する個別施策について説明を求めます。 

早瀬企画調整課長 

  それでは、９ページをお願いいたします。事業番号は⑧になります。移住定住促進事業、

こちらにつきましては、先の特別委員会のほうで、地方創生の先行型事業のほうで説明をし

た部分でございます。こちらにつきましては、転入者等への住宅の新築、新規購入、もしく

は増改築に対して補助を出すということで、こちらのほう、平成２７年度、移住件数につき

ましては単年度で６世帯の増というふうになっております。次にページ番号３５ページをお

願いいたします。事業番号㉚、地域づくり活動支援事業、こちらのほうにつきましては、事

業目的が、地域が抱える課題の解決及び地域コミュニティの活性化を図るため、地域づくり

のための施設整備や活動を行う区や団体に対して補助金を交付するものであります。そうい

うことで、事業実績としまして、２７年度は、区におきまして、ハード事業２３区で３、０

２３、０００円、ソフト事業で４５区、１、９７７、０００円、重点支援区６区で４９７、

０００円を助成しております。また団体のほうでは、ソフト事業で８団体、７６８、０００

円を助成しております。あとＫＰＩの指標のところでありますが、この地域づくり活動支援

事業は、地域コミュニティの活性化ということではありますが、直接自治会の加入率にこれ

が反映するということではございませんが、一応こういう地域コミュニティの中に、そこの

地域が活性化していれば区の加入率も下がらないというところを目指すものでございます。

目標値の前に平成２６年度基準値が８６．２％、目標値が８５％となっておりまして、２７

年度が８５．３％ということで、これ以上落ちないように努力しようとするものでございま

す。それと、企画調整課におきましては、２８年度以降のこの総合戦略、こちらのほうの取

り扱いにつきまして、まず、会計年度が５月で終了しますので、皆さんのほうにお渡しして

ある、この総合戦略個別シート、こちらのほうを６月で、各課で作成をすることになります。

それを受けまして、７月に庁内の検討会議、庁内の検討会議をここの中でいろいろ出ており

ます指標の検討、計画をした段階でいろいろとまだ考えられること等もありますので、指標

の検討、そして、目標値、既に目標を超えている部分もございますので、その修正、並びに

その事業継続の必要性について庁内での検討会議を行います。その後、８月に、外部有識者

による検証会議にかけていきます。最終、９月から１０月にかけての決算特別委員会のほう

に、現在主要事業の事業一覧ということがあるんですが、その中で、一応総合戦略について

皆さんのほうに説明できればなというふうに思っております。以上です。 

岩﨑健二委員長 

課長の説明は終わりました。質疑はありませんか。 

ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

質疑なしと認めます。 

企画調整課への質疑を一時中止いたします。 

（企画調整課退室） 

 

岩﨑健二委員長 

それでは、事業検証報告書について説明を受け、質疑を行いました。次に、本件について、

中間報告の必要について協議を行います。 

ここで、協議のため暫時休憩します。 

 

（休憩 １７：０６～１７：０８） 
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岩﨑健二委員長 

休憩前に引き続き委員会を開催いたします。それでは、中間報告の必要について、協議を

行います。どなたか御意見ありませんか。 

大田重男委員 

  中間報告はまだ早いんじゃないかと私は思っています。だから今回の定例会では、必要は

ないと思います。 

濵﨑國治委員 

  私も同意見なんですが、かなり長い時間、審議が入りますので、もう中間報告と言ったら、

中間にしたらどうでしょうか。５年の間の中間に。 

岩﨑健二委員長 

  今、委員から長い間の委員であり、まだ中間報告の必要ではない時期ではないかというの

がありまして、３月議会ではなくてもいいんじゃないかという意見がありましたがいかがで

しょうか。 

竹原信一委員 

  （聴取不能）自分たちで、一回一回区切りちゅうかな、まとめる機会をふやしとくと、忘

れずに済むのかなあという、ね、委員長の頭の中での整理が進むかもしれないという気はす

るんですよ、ですから、ま、やってみたらどうかなという気がします、いかがでしょう。 

岩﨑健二委員長 

  私の意見はとなりますと、まだ中間報告をするまでのものは出来上がっていないんじゃな

いかなというふうに考えておりまして、できたら先ほど課長の説明がありました通り、２８

年度の実績報告を受けて質疑をしたのち、そうするとちょうど２７年、２８年の２か年の分

が出てくるということになりますので、９月議会、あるいは１２月議会において中間報告を

すればいいんじゃないかなというふうに個人的には、委員長の意見を求められるとそういう

ことで考えておりますが、いかがでしょうか。 

  [「異議なし」と呼ぶ者あり] 

  それでは、中間報告については、今回の本会議ではいらないということに決しました。 

  では、その他ありましたら。 

竹原恵美委員 

  お願いごとなんですけど、きょうこの委員会を開催するのに、その場でこれだけのボリュ

ームの表をもらったので、できれば予定が組まれましたら資料は早めにいただいて、読み込

みをして、迎えるように準備をお願いしたいと思います。 

  [「休憩を」と呼ぶ者あり] 

岩﨑健二委員長 

  ちょっと休憩します。 

 

  （休憩 １５：１１～１５：１２） 

 

岩﨑健二委員長 

  休憩前に引き続き委員会を開きます。 

  今、竹原恵美委員のほうから要望がありました、資料につきましては、できるだけ早い時

期に皆さんにはお示しできるようにしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  ほかにありませんか。 

  [「なし」と呼ぶ者あり] 

  なければ以上で地方創生に関する調査特別委員会を散会いたします。 
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（閉 会  １５時１３分） 

 

 

           地方創生に関する調査特別委員会副委員長  岩 﨑 健 二 


